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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)感染予防のための高圧ガス容器消毒方法に関しご

案内いたします。感染予防策として、※1医療機関においては、患者周囲の高頻度接触部位

などアルコールあるいは 0.05%の次亜塩素酸ナトリウムによる清拭で高頻度接触面や物品

等の消毒励行が望ましいと推奨されています。こうした消毒方法による高圧ガス容器への

影響は以下のことが考えられます。 
※1「新型コロナウイルス感染症に対する管理」（国立感染症研究所 2020 年 3 月 5 日改訂） 

 
１．アルコール消毒による清拭 
 高圧ガス容器に関しても有効な消毒方法です。 
なお在宅酸素療法に使用される FRP 容器は、場合によってアルコールで拭きとった際、表

面のクリア塗装が白く濁る現象が生じることがあります。 
 
２．次亜塩素酸ナトリウム(0.05%)による清拭 
 一般的に、アルコールによる清拭と並んで患者周囲にある物品の消毒に推奨されていま

す。しかしながら高圧ガス容器に関しては不向きと考えます。すなわち次亜塩素酸ナトリ

ウムは腐食性があり、バルブ・Ｏリング・パッキン等への影響が否定できません。 
低濃度の次亜塩素酸ナトリウムによる腐食性がどの程度かはデータがないため断言できま

せんが、1 回毎の消毒においては低濃度であってもねじ込み部等に消毒液が残り、消毒を

重ねることで悪影響が生じるおそれがあるため次亜塩素酸ナトリウム(0.05%)による清拭は

推奨致しません。 
 
 
 
＊新型コロナウイルス感染症は、未知のウイルスによるものであり充分な知見が蓄積され

ているわけではありません。上記の記載事項はあくまでも現時点での弊協会見解であるこ

とをご理解ください。 
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